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　本実習は表 4の項目 1で示した 4つの目標の
基，実習が行われている。本実習後に行ったア
ンケートの集計結果を表5に示した。この結果，
目的に掲げた 4つ全てにおいて「達成できた」
という回答が 90％を超える結果となった。そ
のため，本授業の目的が十分に達成できたと考
えられる。また。実習の満足度と後輩への推奨
に関しては，両項目とも 3以下の回答は見られ
なかった。
7．実習の感想
　集中授業終了後，実習の感想を課題としてレ
ポートを課した。以下に各項目に関する学生の
感想の一例を紹介する。
海藻おしばの感想
・海藻だけで，1500種類もあることを初めて
知った。
表 5　授業評価アンケート結果
表 4　アンケート内容
― 81 ―
・海藻によって形状が全く異なり，実際に触る
ことで楽しく理解を深めることが出来た。
・海藻おしばの授業後の実習では，スキンダイ
ビングの楽しさが何倍にも増していた。
・海藻おしばの授業を通じて，海藻が海の自然
を支えていることを学習することが出来た。
実習センターでの生活の感想
・食事当番や朝の掃除など，学生の寮生活感が
体験できたのが楽しかった。
・様々な方のサポートのおかげで何不自由なく
5日間を過ごすことが出来た。
・決まった時間に起きて，食事をするなど規則
正しい生活を送ることが出来た。
・実習センターでの生活で仲間づくりを経験す
ることが出来た。
スキンダイビングの感想
・初めは海に恐怖心を持っていたが，慣れるこ
とで非常に楽しむことが出来た。
・潜る能力が実習を通じて向上していることが
実感できた。
・耳抜き，パイプクリアなどを事前練習で教え
てもらえていたので，安心して実習に臨むこ
とが出来た。
・事前練習では履修を諦めたほうが良いと思っ
たが，実習最終日には手でフグを捕まえるこ
とが出来るほど泳ぐことが出来た。
遠泳の感想
・ウェットスーツなしでも思った以上に身体が
浮くことが体験できた。
・遠泳は初めてで不安だったが，仲間とともに
掛け声を掛け合えたことで不安を払拭でき
た。
・一人で泳ぐには怖い距離も，みんなで泳ぐと
全く怖くなく，仲間の重要性を理解した。
・実施前は泳ぎ切れるか懐疑的だったが，終
わった後は素晴らしい達成感を感じることが
出来た。また，全員で泳ぎ切れたことが大き
な自信になった。
8．まとめ
　マリンスポーツの掲げる 4つの目的は，学生
の実習後のアンケート結果から十分に達成され
ていることが明らかとなった。またアンケート
結果から本実習の満足度は非常に高く，感想か
らも多くの肯定的な意見を得ることが出来た。
実習に関して，学生の体調チェックシートから
実習後半は疲労が蓄積することが本報告の結果
からも見て取ることが出来たため，次年度以降
の実習においても学生の体調に留意しながら実
習を行うことで，よりよい実習を行っていける
と考えられる。
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